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主な質問内容（予定）

○子育て支援の意義

小児医療費助成制度(通院)は横浜市では小学１年までだが、厚

木市や海老名市では中学３年まで、鎌倉市や藤沢市では小学６年

までであり、新年度予算で横須賀市と逗子市(小３)、大和市(中

３)が年齢引き上げを予定している。４月からは消費税引き上げ

もあり、子育てに伴う経済的負担の軽減の意義がますます高まっ

ている。小児医療費助成の対象年齢をひきあげるべきではないか。

経済的に困っている子育て世代を支援するために、就学援助の

所得基準を生活保護基準の引き下げに合わせるのは問題。

○中学校給食

市長は家庭弁当が定着していると述べているが、給食は不要と

考えているのか。食育や自己管理能力育成のためには給食の実施

が必要で、給食をやらない理由は成り立たないと考えるがどうか。

○ひきこもりの若者の支援

ひきこもり等の困難をかかえる全ての若者支援のために、一

人ひとりの顔が見えるような実態把握が必要ではないか。

○教育予算の重点

教育予算の重点施策としてグローバル人材の育成があるが、国

の意向をそのまま実施するようにみえる。むしろ、全体の学力アッ

プや望ましい人間性の育成のためには、行き届いた教育ができる

少人数学級が有効である。市の予算で35人学級を実施すべきでは

ないか等。

(時間は変更される場合があります）
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２月27日から３月24日までの日程で、新年度予算を審議する予算特別委員会が開催されます。２月27

日から３月12日までは第一・第二委員会に分かれての局別審査、同20日は２つの委員会合同で総合審査、

同24日には採決が行われます。直接傍聴ができます。また、市会HPでｲﾝﾀｰﾈｯﾄ中継もご覧になれます。


